
相
変
わ
ら
ず
の「
天
下
り
」と

霞
が
関
の「
空
洞
化
」？

中
央
省
庁
の
官
僚
の
転
身
と
い
え
ば
、
い
わ

ゆ
る「
天
下
り
」や
政
界
へ
の
転
身
が
定
番
だ
っ

た
。政

府
が
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
」（
平
成

十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ

き
、
咋
年
十
二
月
二
十
七
日
に
発
表
し
た
、
国

家
公
務
員
の
再
就
職
に
関
す
る
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
四
年
八
月
ま
で
の
一
年
間
に
退

職
し
た
中
央
省
庁
の
課
長
・
企
画
官
級
以
上
の

職
員
一
二
六
八
人
の
う
ち
、
財
団
法
人
へ
の
再

就
職
が
三
〇
七
人
（
二
四
・
二
％
）
で
ト
ッ
プ
。

続
い
て
自
営
業
一
九
八
人
（
一
五
・
六
％
）、

営
利
法
人
一
五
八
人
（
一
二
・
五
％
）、
社
団

法
人
一
四
五
人
（
一
一
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。

公
益
法
人
（
財
団
・
社
団
法
人
）
へ
の
再
就
職

は
四
五
二
人
で
全
体
の
三
五
・
六
％
を
占
め
、

公
益
法
人
が
天
下
り
の
受
け
皿
と
な
る
相
変
わ

ら
ず
の
実
態
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
併
せ
て
発
表
し
た
独
立
行
政
法
人
の
役
員

の
状
況
で
も
、
二
〇
〇
四
年
十
月
時
点
で
一
〇

八
の
独
立
行
政
法
人
の
う
ち
七
〇
法
人
の
ト
ッ

プ
が
退
職
公
務
員
だ
っ
た
。

ま
た
、
若
手
官
僚
の
海
外
留
学
後
の
外
資
系

企
業
へ
の
転
職
な
ど
も
目
立
ち
、
こ
れ
に
も
批

判
が
多
い
。一
方
で
、将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
エ
ー

ス
の
流
失
等
が
マ
ス
コ
ミ
で
し
ば
し
は
報
じ
ら

れ
、
最
近
で
は
珍
し
く
も
な
く
な
っ
た
。

実
は
、企
画
官
級
未
満
の
職
員
に
つ
い
て
は
、

再
就
職
状
況
の
総
数
さ
え
把
握
・
公
表
さ
れ
て

は
い
な
い
。
こ
う
し
た
動
き
全
般
と
し
て
�
霞

が
関
の
空
洞
化
�
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

霞
が
関
官
僚
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
批
判
の
よ
う

に
自
ら
の
利
益
の
た
め
相
変
わ
ら
ず
単
に
天
下

り
を
続
け
て
い
る
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
？
現
状

に
愛
想
を
尽
か
し
、
若
年
層
や
エ
ー
ス
級
人
材

が
流
失
し
、
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

か
？私

の
意
見
は
世
間
一
般
の
非
難
と
少
々
違

う
。
大
き
な
時
代
の
変
革
の
中
で
、
個
人
で
着

実
に
新
た
な
生
き
方
を
切
り
拓
く
、
新
し
い
潮

流
が
出
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

特
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
テ
ー
マ

を
軸
と
し
て
持
ち
、
新
た
な
分
野
を
開
拓
し
て

い
る
人
々
の
存
在
だ
。
知
的
財
産
、
サ
ッ
カ
ー
、

Ｉ
Ｔ
、
地
域
自
治
、
バ
イ
オ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
経

営
、
高
速
通
信
、
行
政
経
営
、
法
律
、
人
材
な

ど
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
最
近
で
は
、
一
度

「
官
」
を
離
れ
た
彼
ら
が
、
再
び
「
公
」
の
分

野
で
活
躍
す
る
ケ
ー
ス
す
ら
出
て
き
た
。

私
は
、
彼
ら
の
生
き
様
は
、
時
代
の
変
遷
を

経
て
も
不
変
の
霞
が
関
官
僚
な
ら
で
は
の
大
変

意
義
の
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
流

れ
を
ど
う
考
え
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
？
自

ら
リ
ス
ク
を
取
り
、
新
た
な
分
野
を
開
拓
し
て

い
く
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
を
紹
介
し

な
が
ら
考
え
て
み
よ
う
。

素
敵
な
先
輩
た
ち

①�
切
り
込
み
隊
長
�サ
ッ
カ
ー
で
世
界
に
挑
む

一
人
目
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
に
財
団
法
人

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
セ
ク
レ
タ

リ
ー
（
Ｇ
Ｓ
）
に
就
任
し
た
平
田
竹
男
さ
ん（
四

五
才
・
元
経
済
産
業
省
）
だ
。

新
た
な
る
提
言

連
載

第
十
九
回

霞
が
関
官
僚
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
た
れ
！

広
島
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
助
教
授

白

川

志

保

（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
）

しらかわ しほ
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サ
ッ
カ
ー
と
の
出
会
い
は
小
学
校
四
年
の
と

き
。「
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
す
る
な
」
と
先
生
に
怒

ら
れ
て
い
た
平
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー

は
ピ
ッ
タ
リ
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー

は
、
日
の
丸
意
識
も
培
っ
た
。
国
家
公
務
員
を

目
指
し
、
通
産
省
に
入
省
し
た
の
も
「
国
を
背

負
っ
た
戦
い
が
で
き
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
」
と

語
る
。

転
職
の
き
っ
か
け
は
川
淵
三
郎
・
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
会
長（
当
時
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン
）

か
ら
の
誘
い
だ
っ
た
。
川
淵
会
長
と
の
付
き
合

い
は
一
九
八
九
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
通

産
省
産
業
政
策
局
サ
ー
ビ
ス
産
業
室
の
補
佐
と

し
て
、
内
需
型
産
業
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
い
か

に
振
興
す
る
か
を
考
え
て
い
た
と
き
に
、
Ｊ

リ
ー
グ
と
の
関
わ
り
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
プ

ロ
化
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
さ
に
沸
点
に
達
そ
う

か
と
い
う
一
九
九
一
年
、
外
務
省
在
ブ
ラ
ジ
ル

国
日
本
大
使
館
一
等
書
記
官
と
し
て
の
勤
務
を

命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
を
見
届
け
、
日
本
で

サ
ポ
ー
ト
し
た
か
っ
た
平
田
さ
ん
に
と
っ
て
、

後
ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
の
赴
任
だ
っ
た
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
勤
務
し
て
初
め
て
本
物
の
サ
ッ

カ
ー
が
分
か
っ
た
と
言
う
。

経
済
産
業
省
の
�
切
り
込
み
隊
長
�
と
し
て

様
々
な
分
野
を
切
り
拓
い
て
き
た
人
だ
け
に
、

大
臣
を
は
じ
め
周
囲
に
も
惜
し
ま
れ
た
。
本
人

も
辞
め
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ

ん
な
平
田
さ
ん
だ
が
、「
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
経

産
省
は
内
容
こ
そ
違
う
け
れ
ど
目
指
す
も
の
は

一
緒
だ
と
思
う
。
国
を
良
く
す
る
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
て
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
高
め
た
い
と
い

う
の
が
目
的
。
国
際
的
に
も
日
本
人
の
た
め
の

架
け
橋
に
な
り
た
い
。
役
所
を
去
っ
て
も
、
志

は
も
っ
と
公
務
員
だ
。」
と
。

②
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
を
身
を
も
っ
て
実
現

二
人
目
は
、
株
式
会
社
ア
ッ
カ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役
副
社
長
の
湯
崎
英
彦
さ

ん
（
三
九
才
・
元
通
商
産
業
省
）
だ
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
熱
気
に

触
れ
、「
国
に
貢
献
す
る
方
法
は
官
僚
だ
け
で

は
な
い
。
民
間
企
業
の
経
営
者
で
も
同
じ
だ
と

考
え
た
」
と
、
転
身
を
決
断
し
た
経
緯
を
振
り

返
る
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
米
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
た
体
験
か
ら
、
日
本

で
高
速
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
の
を
痛

感
し
て
い
た
。米
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル（
Ｖ

Ｃ
）
イ
グ
ナ
イ
ト
で
研
修
し
て
い
た
一
九
九
八

年
、
高
速
ネ
ッ
ト
接
続
会
社
の
事
業
化
を
企
画

し
た
が
、
適
当
な
経
営
者
が
見
つ
か
ら
ず
企
画

を
潰
す
か
自
分
が
や
る
か
の
選
択
と
な
っ
た
。

さ
す
が
に
悩
み
、
独
り
ス
キ
ー
場
で
考
え
に
ふ

け
っ
た
と
い
う
。

最
後
は
「
だ
れ
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
だ
」
と
の
気
持
ち
が
勝
っ
た
。
二
〇
〇

〇
年
、
定
額
・
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
を
設
立
し
、
日
本

の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
と
い
う
政
策
を
体

現
さ
せ
て
い
る
。

③「
行
政
評
価
」で
行
政
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
改
革

三
人
目
は
、
現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
、
大
阪
市
立
大

学
創
造
都
市
研
究
科
教
授
な
ど
を
兼
務
す
る
上

山
信
一
さ
ん
（
四
七
才
・
元
運
輸
省
）。

「
自
分
自
身
を
民
営
化
し
た
」
と
語
る
上
山

さ
ん
は
、一
九
八
六
年
に
運
輸
省
を
退
官
、ち
ょ

う
ど
Ｊ
Ｒ
と
同
じ
よ
う
に
民
営
化
の
道
筋
を
た

ど
っ
て
き
た
。マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
の
共
同
経
営
者
、

米
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
研
究
教
授
を
経
て
現

在
に
至
る
ま
で
、
企
業
の
再
生
戦
略
、
政
府
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
経
営
改
革
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

顧
問
、
近
年
は
、
地
域
開
発
、
行
政
改
革
も
手

が
け
て
い
る
。

上
山
さ
ん
は
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本

業
の
傍
ら
、
企
業
的
経
営
手
法
を
行
政
改
革
へ

導
入
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（N

ew
Public

M
anage-

m
ent

）
を
紹
介
し
、
行
政
評
価
を
自
治
体
か

ら
国
に
普
及
さ
せ
る
ま
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
本
誌
の
読
者
に
も
「
評
価
」
に
は
悩
ん

で
い
る
（
悩
ま
さ
れ
て
い
る
）
方
々
も
多
い
だ

ろ
う
。
一
昔
前
ま
で
は
、
評
価
さ
れ
る
と
い
う

概
念
さ
え
な
か
っ
た
行
政
に
対
し
て
、
ブ
ー
ム

を
作
り
出
し
、
つ
い
に
は
行
政
評
価
法
と
い
う

法
案
を
通
す
ま
で
に
な
っ
た
。
世
論
を
盛
り
上

げ
、
法
案
を
通
す
流
れ
を
作
る
と
い
う
や
り
方

は
、
霞
が
関
な
ら
で
は
の
も
の
だ
っ
た
が
、
こ

れ
を
民
間
に
い
な
が
ら
成
し
遂
げ
て
し
ま
っ
た

わ
け
だ
。

④
知
財
立
国
の
実
現
を
目
指
し
て�
天
上
が
り
�

以
上
三
名
は
比
較
的
若
い
時
期
に
霞
が
関
を

卒
業
し
た
の
だ
が
、
役
所
の
ト
ッ
プ
ま
で
務
め

上
げ
て
新
た
な
分
野
を
切
り
拓
き
続
け
て
い
る

人
も
い
る
。
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、「
知
財

評
論
家
」
で
内
閣
官
房
知
的
財
産
戦
略
推
進
事

務
局
長
の
荒
井
寿
光
さ
ん
（
六
一
才
・
元
経
済

産
業
省
）
だ
。

特
許
庁
長
官
だ
っ
た
当
時
（
一
九
九
六
年
〜

一
九
九
八
年
）
か
ら
、「
知
財
立
国
」
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
荒
井
さ
ん
は
、
通
商

産
業
審
議
官
で
い
っ
た
ん
退
官
し
た
後
、
独
立

行
政
法
人
日
本
貿
易
保
険
理
事
長
と
な
っ
た
際

に
も
「
知
財
評
論
家
」
と
し
て
活
動
を
続
け
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
三
月
現
職
に
就
任
し
再

び
公
務
員
と
な
っ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
い
わ

ば
「
天
上
が
り
」
だ
。
知
財
と
い
う
政
策
テ
ー

マ
で
日
本
を
動
か
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
発

展
に
も
寄
与
す
る
荒
井
さ
ん
自
身
が
、
ま
さ
に

最
も
貴
重
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四
人
の
共
通
点
…
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン

前
項
で
紹
介
し
た
四
人
は
、
活
躍
の
場
も
身

分
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
。し
か
し
、こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
仕
事
を
し
、
組
織
の
枠

を
突
き
抜
け
て
新
し
い
分
野
自
体
を
切
り
拓
い

て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
身
の

専
門
分
野
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
極
め
て
公

益
性
の
高
い
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
共
通

だ
。意

図
的
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
人
生
の
な
か

の
節
目
節
目
で
自
ら
を
振
り
返
り
、
自
分
な
ら

で
は
の
生
き
方
を
発
見
し
、
選
択
し
て
い
く
こ

と
を
、
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
。
こ
こ

で
言
う
キ
ャ
リ
ア
と
は
、
エ
リ
ー
ト
の
キ
ャ
リ

ア
官
僚
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

従
来
の
よ
う
に
組
織
が
お
膳
立
て
す
る
「
天
下

り
」
で
も
な
い
。

神
戸
大
学
の
金
井
壽
宏
教
授
に
よ
れ
ば
、

キ
ャ
リ
ア
と
は
、
長
期
的
な
仕
事
生
活
の
あ
り

方
に
対
し
て
見
出
す
意
味
付
け
や
パ
タ
ー
ン
の

こ
と
で
あ
る
。
自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る
道
に

し
て
い
く
に
は
、
節
目
は
し
っ
か
り
と
自
分
で

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。

国
民
と
い
う
顧
客
へ
の
顧
客
満
足
の
視
点
か

ら
、
個
人
と
し
て
い
か
に
価
値
を
提
供
で
き
て

い
る
か
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る

と
、
必
ず
し
も
国
家
公
務
員
と
い
う
身
分
に
留

ま
る
必
要
が
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。
広
く
国
益

を
追
求
す
る
仕
事
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
む
し
ろ
身

分
を
超
え
た
次
元
に
達
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
だ
。
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あ な た の 本 を 作 り ま せ ん か �

お気軽に

ご相談下さ
い

個人の方なら…�
●自分史●伝記●遺稿集●小説●随筆●詩
集●歌集●句集●旅行記●写真集●画集●
記録●コレクション集●研究報告�
�

企業や団体なら…�
●記念出版物●社史●団体史●郷土史●学
園史●参考書●案内所●入社案内●PR誌●
カタログ●タウン情報誌●顧客サービス用
刊行物●講演集●報告書●紀要●論文集●
同人誌●会報●年鑑�
�

◆  部数や体裁に合わせて作成します。�
◆  自分史の聞き書きをはじめ、編集、校閲、装丁�
　  など、編集部が懇切丁寧な�
　  お手伝をいたします。�
◆  企業や団体にも、さまざま�
　  なプランをご提案いたします。�

時 評 社 �
出版サービス�
センター�

 〒105－0001�
 東京都港区虎ノ門1－21－18�
 TEL（03）3580－6633�
 FAX（03）3580－6634�
 E-Mail：info@jihyo.co.jp

新
・
キ
ャ
リ
ア
官
僚

〜
新
た
な
「
公
」
を
創
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
〜

こ
う
し
た
公
益
性
の
高
い
分
野
で
新
た
な
分

野
を
開
拓
し
て
い
る
人
々
の
こ
と
を
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
と
い
う
。
実
は
こ
の

「
公
益
起
業
家
（
Ｐ
Ｅ：

Public
E
ntrepre-

neur

）」と
い
う
言
葉
は
、「
稼
ぐ
人
、
安
い
人
、

余
る
人
」
で
有
名
と
な
っ
た
人
材
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト（
ワ
ト
ソ
ン
ワ
イ
ア
ッ
ト
株
式
会
社
所
属
）

の
キ
ャ
メ
ル
・
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
（
本
名：

山
本

成
一
・
元
外
務
省
）か
ら
借
り
た
も
の
だ
。キ
ャ

メ
ル
さ
ん
は
、
日
本
発
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
・

チ
ー
ム
創
出
に
焦
点
を
当
て
て
、
現
在
は
上
海

を
ベ
ー
ス
に
活
躍
中
で
、
一
人
二
役
（
官
僚
と

起
業
家
）
の
Ｐ
Ｅ
達
が
日
本
を
変
え
る
と
提
唱

し
て
い
る
。

改
革
を
担
う
の
は
個
人
だ
。
こ
の
こ
と
の
前

で
は
、
よ
く
あ
る
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
も
官
か

民
か
と
い
う
二
元
論
も
意
味
を
持
た
な
い
。
必

要
な
の
は
、
好
奇
心
（C

uriosity

）、
こ
だ
わ

り（Stubbornness

）、
柔
軟
性（Flexibility

）、

楽
観
性
（O

ptim
ism

）、
リ
ス
ク
テ
イ
ク
（R

isk

T
ake

）、
つ
ま
り
、
自
覚
と
プ
ラ
イ
ド
の
あ
る

個
人
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
だ
。

霞
が
関
官
僚
に
は
、
変
わ
ら
な
い
使
命
が
あ

る
。
公
益
性
の
高
い
領
域
で
新
た
な
分
野
を
切

り
拓
く
こ
と
だ
。
こ
れ
こ
そ
、
今
も
昔
も
変
わ

ら
な
い
霞
が
関
の
責
務
で
あ
り
心
意
気
だ
。
時

代
の
激
変
の
な
か
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が

「
官
」
の
枠
を
超
え
て
広
ま
っ
て
い
る
だ
け
な

の
だ
。

私
は
、
公
務
員
と
い
う
身
分
に
限
ら
ず
�
自

分
な
ら
で
は
の
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
か

つ
�
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
で
あ

る
人
の
こ
と
を
、

「
新
・
キ
ャ
リ
ア
官
僚
」＝

C
areer

D
esign×

P
ublic

E
ntrepreneur

と
定
義
し
て
い
る
。

頓
挫
し
て
い
る
公
務
員
制
度
改
革
も
小
手
先

だ
け
の
制
度
い
じ
り
で
は
な
く
、
霞
が
関
に

絞
っ
て
当
事
者
と
な
る
官
僚
た
ち
の
キ
ャ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
か
ら
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
。
そ

も
そ
も
、
い
わ
ゆ
る
「
公
務
員
」
と
霞
が
関
官

僚
と
は
、
求
め
ら
れ
る
仕
事
の
意
味
が
違
う
。

執
行
機
能
だ
け
な
ら
自
治
体
に
任
せ
れ
ば
よ

い
。

正
し
い
と
思
っ
た
事
は
自
ら
実
践
を

私
は
三
四
年
の
人
生
で
、
通
産
商
業
省
、
外

資
系
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
、
人
材
と

い
う
テ
ー
マ
で
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

い
わ
ゆ
る
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
の
公
務
員
と
し
て
社

会
人
を
ス
タ
ー
ト
し
、難
し
い
こ
と
よ
り
も「
世

の
中
の
実
情
を
知
り
、変
え
る
に
は
、身
を
持
っ

て
示
す
の
が
一
番
」
と
思
っ
た
。
日
本
の
改
革

に
は
個
人
レ
ベ
ル
か
ら
だ
と
確
信
し
て
、
人
材

と
い
う
テ
ー
マ
に
興
味
を
抱
き
、
産
業
人
材
政

策
を
担
当
す
る
な
か
か
ら
、
個
人
の
キ
ャ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
が
専
門
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
自
ら
も
実
験
台
と
し
て
、
公
務
員

の
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
を
体
現
し
よ

う
と
、実
際
に
民
間
企
業
へ
の
転
職
を
試
み
た
。

失
業
も
体
験
し
、
職
安
に
も
行
っ
た
。
外
資
系

企
業
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
で
の
起
業
な
ど
を
経
て
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
で
働
い
て
い
た
と
き
、
た
ま
た

ま
出
席
し
た
行
政
経
営
・
改
革
の
研
究
会
で
自

治
体
職
員
の
夫
と
偶
然
出
会
い
、縁
あ
っ
て「
負

け
犬
」
か
ら
脱
出
し
た
。
夫
に
付
き
従
い
、
広

島
と
い
う
土
地
に
住
む
こ
と
を
決
め
た
ら
、
偶

然
公
募
の
機
会
が
あ
り
、
大
学
の
教
員
と
な
っ

た
。
今
は
、
中
央
を
脱
出
し
地
域
に
住
み
、
再

び
「
公
」
の
分
野
に
戻
り
、
産
・
学
・
官
と
大

学
と
の
連
携
を
仕
事
に
し
て
い
る
。

た
と
え
期
待
通
り
に
な
ら
ず
と
も
前
向
き
に

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
行
動
を
し
続
け
る
こ
と
で

自
分
に
好
ま
し
い
偶
然
が
必
然
化
す
る
こ
と

を
、
キ
ャ
リ
ア
論
で
は
、「
計
画
さ
れ
た
偶
然

性
」（Planned

H
appenstance

）
と
い
う

が
、
こ
の
よ
う
に
、
寿
退
職
を
目
指
し
て
い
た

私
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
た
の

は
、
今
ま
で
紹
介
し
た
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
霞

が
関
の
先
輩
達
の
影
響
だ
。
出
会
っ
た
多
く
の

人
々
や
機
会
の
お
陰
で
あ
る
。
自
分
に
と
っ
て

の
「
社
会
」
へ
の
使
命
感
に
従
い
、
素
朴
な
想

い
で
実
践
し
て
き
た
だ
け
で
、
そ
の
間
「
公
」

に
対
し
て
の
思
い
は
、
産
・
学
・
官
・
民
ど
の

分
野
に
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。

霞
が
関
官
僚
の
み
な
さ
ん
。自
分
を
忘
れ
ず
、

志
に
忠
実
に
キ
ャ
リ
ア
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
み

て
は
い
か
が
？

最
後
に
、
寄
稿
の
機
会
を
頂
い
た
時
評
社
と

読
者
の
皆
様
に
感
謝
し
た
い
。そ
れ
か
ら
、夫
・

展
之
に
は
多
く
の
新
し
い
視
点
と
気
力
を
も

ら
っ
た
。
広
島
県
の
職
員
で
、
霞
が
関
に
も
出

向
経
験
が
あ
り
、
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
る
行

政
経
営
の
専
門
家
で
あ
る
彼
と
の
出
会
い
と

日
々
の
生
活
な
し
に
は
、
本
稿
を
書
く
こ
と
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
幸
せ
を
も
た
ら

し
て
く
れ
た
彼
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い

と
思
う
。

筆
者
は
こ
れ
か
ら
も
、
霞
が
関
官
僚
の
キ
ャ

リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
を
追
い
か
け
て
い
く
。
今
後

は
研
究
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
き
た
い
。
本
稿

を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
新
た
な
出
会
い
が
あ
り

そ
う
だ
。
意
見
・
感
想
、
ま
た
は
良
い
実
例
が

あ
れ
ば
、
是
非
、
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

ご
連
絡
頂
き
た
い
。

siho@
hiroshim

a－u.ac.jp

Shiho
SH

IR
A
K
A
W
A
’s
copy

left.

良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
他
人
に
広
め
て
く
だ

さ
い
。
正
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
自
分
で
実
践

し
て
私
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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